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二十歳の決意  ～平成29年串間市成人式～
特
集
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いよいよ始まる  プラスチックのリサイクル特
集
２

新たな決意と自覚を胸に



新成人誓いの言葉

歩１月８日、串間市文化会
館
で
成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

各
地
区
代
表
６
人
が
「
成
人
者
誓
い
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、
会
場
を
訪
れ
た

１
５
９
人
が
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
道
に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　人生を 80 年とすると残り 60 年です。
これから何ができ、何が残せるか、もし
くは何もできないか、何もやらないか。
私であれば思い立ったら、利益の有無を
考え行動します。やって後悔、やらずに
後悔、反省しても後悔しない、成功が失
敗を招き、失敗が成功に導く、確率変わ
らずとも可能性は無限大、インフィニテ
ィーで、ループでは抜け出せません。誰
よりもおもしろい人生を送ります。そし
て自分のために人のために夢を叶えてみ
せます。

　

成
人
式
に
は
男
性
90
人
、
女

性
69
人
、
合
計
１
５
９
人
の
新

成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
振
り

袖
や
ス
ー
ツ
、
羽
織
は
か
ま
な

ど
の
正
装
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
で
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
、
旧
友
と
の
再
会
を

喜
ん
だ
り
、
晴
れ
姿
を
撮
影
し

た
り
と
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
の
テ
ー
マ
は

「
歩
」。
悩
み
や
不
安
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
少
し
ず

つ
一
歩
一
歩
前
へ
進
ん
で
い
こ

う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
各
地
区
代
表
の

６
人
が
二
十
歳
の
誓
い
を
読
み

上
げ
、
新
成
人
や
保
護
者
、
来

賓
が
見
守
る
中
、
目
標
や
感
謝

の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
決
意

～
平
成
29
年
串
間
市
成
人
式
～

誰
よ
り
も
お
も
し
ろ
い
人
生
を

　串間には、子どもたちの笑顔とそれを
守る優しい地域の方々がいます。串間
の子どもたちはとても自由で、のびのび
とたくましく生きています。そんな子ど
もたちを見て、私は世界中の子どもたち
の笑顔を守りたいと思うようになりまし
た。私の夢は、貧困や迫害によって学
校へ行けない子どもたちに教育を施す
ことです。教養を身に付けることは、職
業の選択肢を広げることにつながりま
す。この夢を叶えられるよう、これから
精進していきます。

夢
を
叶
え
る
た
め
精
進
し
て
い
く

福
島
地
区

野の

田だ 

歩あ
ゆ
美み

さ
ん

市
木
地
区

日ひ

髙だ
か 

竜り
ゅ
う

杜と

さ
ん

　成人として、新たな権利や自由がある
のと同時に、未成年とは違って、今まで
になかった責任がついてまわることにな
ります。あらためて、自分の行動と言動
に節度を持たなければいけないことを実
感しています。
　私たちは、学生や社会人と、立場は
さまざまですが、これからの自分がどう
ありたいかを明確にして、それに向かっ
て努力することは誰でも同じだと思いま
す。これからも感謝の心を忘れずに精進
し、社会に貢献できる人へ成長したいです。

感
謝
忘
れ
ず
精
進
し
た
い

北
方
地
区

宮み
や

﨑ざ
き 

雄ゆ
う

野や

さ
ん

　今回の成人式は、新成人６
人で構成された「成人式実行
委員会」の皆さんが、企画・
運営したものです。昨年９月
に新成人６人からなる実行委
員会を発足させ、一生に一度
の成人式を心に残るものにし
ようと、何度も会議を重ねま
した。
　実行委員長の瀬

せ

尾
お

安
あ

里
り

奈
な

さ
んは「なかなか全員で集まる
ことができず準備に苦労しま
したが、式典が成功してよか
ったです。協力していただい
た方々に感謝したいです」と
話していました。

実行委員会
手作りの成人式

い
つ
か
地
元
串
間
の
た
め
に

都
井
地
区

髙た
か

橋は
し 

凌り
ょ
う

雅が

さ
ん

　成人式を迎え、今日までさまざまな点
で見守り、ご指導してくださった家族や先
生方、地域の方々にとても感謝しています。
　私は、親の姿を見て、自分も土木技術
士になりたいと思い、今勉強に励んでい
ます。さまざまな免許を取得したことで、
宮崎で就職することになりました。いず
れは自分が学んだ技術を生かして、地元
『串間』に貢献したいと考えています。少
しでも多く貢献し、お世話になった方々
に恩返しできるよう日々精進していくこ
とを誓います。

一
歩
ず
つ
前
へ

本
城
地
区

島し
ま

田だ 

貴た
か

教の
り

さ
ん

　私は二十歳を迎えるにあたり新しい目
標を掲げました。それは職場に後輩がで
きた今、一人の人間として当たり前のこと
ができるそんな後輩を育てていくことです。
そして自分自身も成長していきます。ま
た、お世話になった方々への恩返しもで
きるように頑張って参ります。私が今日を
迎えられたのも両親や学生時代お世話に
なった母校の恩師、そして同級生などた
くさんの方々からのお支えがあったからで
す。感謝の気持ちを忘れずに一歩ずつ前
へと進んで参ります。

日
本
一
の
畜
産
農
家
に

大
束
地
区

星ほ
し
田だ 

和か
ず
希き

さ
ん

　私は、今年からここ串間で畜産農家をや
らせていただきます。
　いろんな迷惑をかけても最後には『自分
のやりたいことをやりなさい』と自分の背中
を押してくれた両親、部活や進路のことで
つらいときに支えてくれ、今でも一緒に笑っ
てくれる友人、いつも明るく声をかけてくれ、
励ましてくれた地元の人たちの温かさを誇り
に思います。その誇りに恥じないよう串間の
発展に貢献していける畜産農家となり、串間
のひいては宮崎の未来を担える日本一の畜
産農家になり、恩返ししていきたいと思います。

3  Kushima City Public Relations, 2017.2, Japan 広報 　　　　  2



４月からプラスチック類を分別し、リサイクルすることになりました。
　容器包装のプラスチックリサイクルは法律で義
務付けられており、地区説明会やモデル地区を指
定し、練習に取り組んできました。同時に、もっ
と分別が簡単にならないか、経費の節減ができな
いかなど、関係団体などとの協議の結果、市が中
間処理施設を新たに建設するのではなく、既存の
民間施設にて処理することになりました。民間施
設のそおリサイクルセンターでは、容器包装プラ
スチックだけではなく、すべてのプラスチック類、

ビニール類をリサイクルすることができます。
　環境に与える影響の観点からも、リサイクルを
推進することで、燃やすごみが減り、限りある資
源を有効活用できます。
　対象となるプラスチックリサイクル品目は、今
まで燃やせるごみとして出していた、プラスチッ
ク類、ビニール類です。中身を取り出し、きれい
に洗い、指定日に燃やせるごみのステーションに
出していただくことになります。

 いよいよ始まる
プラスチック のリサイクル

　食料品や日用品などの
商品に使われているプラ
スチック製の容器や包装に
は、プラマークという識別
表示が付いています。

　マークは、「容器」と「包装」のみに印刷されて
いるもので、おもちゃやスプーンなどプラスチック
で作られている商品も、ほとんどが対象となります。
ただし、金属のネジがついているものは外してくだ
さい。

　汚れたプラが混ざると、きれいな物までリサイク
ルできなくなってしまいます。

①�中身を空にして、きれい
に汚れを落としましょう。

③�レジ袋などの小さな袋に
入れたものを、さらに大
きな袋に入れてまとめる
「二重袋」は禁止です。

②�市販されている完全透明
の袋で出しましょう。

④�毎週決められた曜日の朝
８時半までに可燃ごみス
テーションに出しましょう。

汚れたものは入れないで！

問い合わせ先

市民生活課生活環境係
☎内線２５４

プラスチック分別に関する

プラスチックはこうやって出そう！

プラの簡単な見分け方

Qごみ袋の指定は�
ありますか？

A市指定のごみ袋はありませ
んが、完全透明の袋で出し

てください。スー
パーのレジ袋など、
半透明なものでは
出せません。

Q �どのくらい�
洗えばいいのですか？

A 基本的には、すべてをきれ
いに洗ってください。中身

がなくなる程度で構いません。
ぬめりやにおいは取れなくても
大丈夫です。マヨネーズなど
チューブの容器は半分に切って
洗っても構いません。

Qプラスチックに貼り付けら
れた値段シールなどは全て

剥がさないといけませんか？

A簡単に剥がせる物は剥が
し、剥がせない物はつけた

ままプラスチックで出してくだ
さい。

Qスナック菓子などの袋で、
内側がアルミコーティング

されているプラスチック製の袋
の分別は？

Aプラマークを確認し、水で
すすいでプラスチックで出

してください。

Qプラスチック製の容器や
包装を袋に入れるとかさ

ばります。細かく切って入れて
もいいですか？

A袋に入れてかさばるものは、
ハサミで半分程度に切った

り、つぶすなどの工夫をし、袋
の口をしっかり結んで出しましょ
う。

　プラスチック分別の本格実施に向け、
説明会を開催し、実証事業を行ってき
ました。その中で、市民生活課に寄せ
られたお問い合わせの中から、特に間
違えやすいものや、わかりにくいものを
Ｑ＆Ａでご紹介します。

プラスチック類を洗浄するときは、
すべてを洗剤で洗う必要はありません。
例えば、油の入っていたボトルなどは、
新聞紙や布の上に一晩逆さにして
おくことで中身はなくなります。

これを洗おうとすると、多量の水や
洗剤を使うことになります。

また、チューブ類については
はさみで切り、使用済みの
ティッシュや紙で拭くことで

中身を取り出すことも
できますよ。

ワンポイントアドバイス

洗浄前

洗浄後

このマークが
目印！

きれいに洗浄し、
乾かして出すように
してください！

プラスチック製品だが、
ペットボトルリサイクルマーク

が付いているもの
　　　　　

今までどおりペットボトルとして
 資源ごみ に出してください。

「混ぜるな危険」などと
標記のあるもの

 燃えるごみ に出してください。

これは対象外！！

Ｑ＆Ａ
これはダメ！

市
民
生
活
課

百ひ
ゃ
く

野の 

慧け
い

介す
け

さ
ん
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T H E  S L O W  F O O DT H E  S L O W  L I F E

口に含むときんかんの風味が広がる

一点一点違うものが出来上がります

染
物
を
と
お
し
て
自
然
と
つ
な
が
る

天
然
素
材
で
心
を
込
め
て  

日
本
茜
染
め

惜
し
み
な
い
手
間
と
愛
情
た
っ
ぷ
り

風
味
凝
縮  

手
作
り
き
ん
か
ん
飴

昔
は
日
本
中
に
自
生
し
て
い
た

『
日
本
茜
』。
今
で
は
九
州
地

方
以
外
で
は
見
つ
け
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
昔
か
ら
染
料
と
し
て
使

わ
れ
て
き
た
植
物
で
染
物
を
作
っ
て
い

る
の
は
、
市
木
地
区
在
住
の
相あ

い
浦う
ら

牧ま
き

子こ

さ
ん
で
す
。

日
本
茜
は
四
方
を
指
す
ハ
ー
ト
形
の

四
枚
葉
で
、
茎
が
四
角
の
ツ
ル
性
。
根

の
部
分
が
染
料
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

赤
や
山
吹
色
な
ど
、
作
り
方
で
微
妙
に

出
る
色
が
変
わ
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

牧
子
さ
ん
が
作
り
始
め
た
き
っ
か
け

は
５
年
前
。
日
本
茜
を
使
っ
た
染
物
の

第
一
人
者
で
あ
る
西に

し

京き
ょ
う

子こ

さ
ん
の
噂

を
聞
き
つ
け
、
会
い
に
行
っ
た
こ
と
。

ち
ょ
う
ど
西
さ
ん
も
技
法
や
心
得
を
受

け
継
い
で
く
れ
る
人
を
探
し
て
い
て
、

考
え
方
な
ど
に
も
共
感
し
た
よ
う
で
す
。

茜
染
め
は
、
茜
を
掘
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
掘
り
出
し
た
茜
を
水
洗

い
し
た
後
、
小
さ
く
切
り
、
そ
れ
を
た

た
い
て
は
じ
め
に
出
る
黄
成
分
を
水
で

洗
い
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
か
ま
ど
で

根
を
煮
て
、
染
液
を
７
、
８
回
煮
出
し

た
液
に
、
あ
ら
か
じ
め
下
準
備
し
た
布

や
糸
を
浸
し
て
煮
染
め
し
、
椿
の
灰あ

汁く

で
色
留
め
を
し
ま
す
。
こ
の
染
め
と
媒

染
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
や
っ
と
茜
染

め
の
出
来
上
が
り
で
す
。

「
こ
だ
わ
り
は
天
然
の
モ
ノ
し
か
使

わ
な
い
こ
と
」
と
牧
子
さ
ん
。
自
然
を

愛
し
、
そ
の
法
則
に
逆
ら
わ
な
い
こ
と

を
大
事
に
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

手
仕
事
は
便
利
さ
に
慣
れ
、
衰
え
て

し
ま
っ
た
記
憶
や
能
力
を
呼
び
覚
ま
し

て
く
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ア
ト

リ
エ
に
遊
び
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

１
月
16
日
に
完
熟
き
ん
か
ん
「
た

ま
た
ま
」
が
解
禁
さ
れ
、
今
が

旬
の
「
き
ん
か
ん
」。
そ
の
き
ん
か
ん

を
使
い
、
昔
な
が
ら
の
素
朴
な
味
わ
い

の
「
き
ん
か
ん
飴
」
を
作
る
の
は
、
都

井
地
区
・
迫
に
お
住
ま
い
の
豊
島
チ
ヨ

子
さ
ん
で
す
。

チ
ヨ
子
さ
ん
が
飴
作
り
を
始
め
た
の

は
、
き
ん
か
ん
栽
培
の
主
流
が
露
地
栽

培
だ
っ
た
約
30
年
前
。
苦
味
が
あ
り
、

加
工
し
て
食
べ
る
の
が
一
般
的
で
、
友

人
に
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
。
そ
れ
以
来
、
毎
年
か
か

す
こ
と
な
く
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

材
料
の
き
ん
か
ん
は
、
露
地
栽
培
の

も
の
と
、
糖
度
の
高
い
ハ
ウ
ス
栽
培
の

も
の
を
半
分
ず
つ
ブ
レ
ン
ド
し
て
使
い

ま
す
。
作
り
方
は
、
き
ん
か
ん
と
砂
糖

を
煮
詰
め
る
だ
け
で
す
が
、
と
て
も
手

間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
ず
、
ヘ
タ
と
種

を
手
作
業
で
取
り
除
き
、
そ
れ
を
み
じ

ん
切
り
に
し
ま
す
。
そ
の
後
、
砂
糖
と

一
緒
に
あ
ん
練
り
機
で
強
火
、
中
火
、

と
ろ
火
を
使
い
分
け
、
約
２
時
間
半

焦
が
さ
な
い
よ
う
に
じ
っ
く
り
煮
詰
め
、

固
ま
っ
た
ら
完
成
で
す
。

固
す
ぎ
ず
、
や
わ
す
ぎ
な
い
お
い
し

い
飴
を
作
る
に
は
、「
き
ん
か
ん
の
質

を
見
極
め
て
作
る
こ
と
が
大
事
」
と
、

長
年
作
り
続
け
て
き
た
経
験
が
大
事
だ

と
話
し
ま
す
。

86
歳
に
な
っ
た
今
も
飴
作
り
の
た
め

に
き
ん
か
ん
の
木
10
本
を
育
て
て
い
る

チ
ヨ
子
さ
ん
。「
き
ん
か
ん
の
季
節
が

毎
年
楽
し
み
。
人
に
あ
げ
る
と
喜
ん
で

く
れ
る
し
、
な
に
よ
り
飴
作
り
が
楽
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

チ
ヨ
子
さ
ん
の
手
作
り
き
ん
か
ん
飴
。

風
味
は
も
ち
ろ
ん
、
手
間
が
か
か
る
分
、

愛
情
が
た
っ
ぷ
り
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

都井地区・迫

豊
とよ

島
しま

 チヨ子
こ

さん
材料に使う完熟きんかん
は、傷などで市場に出荷
できないものを農家さん
にいただいています。

市木地区・内ノ畑

相
あい

浦
うら

 牧
まき

子
こ

さん
アカネヤは茜染めの生
産販売をするチーム。ア
トリエでは、服のリメイ
クなどもやっています。
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市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics

14

25

36
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１
月
13
日
～
14
日
、
南
那
珂
地
域
家
畜
市
場
で
『
子
牛
の

初
競
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
関
係
者
ら
が
、
鏡

割
り
で
今
年
一
年
の
市
場
の
盛
況
を
祈
願
し
た
後
、
競
り
を

開
始
。
多
く
の
生
産
者
が
見
守

る
中
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
購

買
者
に
よ
っ
て
子
牛
が
次
々
と

競
り
落
と
さ
れ
、
市
場
は
活
気

に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
２

日
間
で
、
６
２
７
頭
の
子
牛
が

平
均
88
万
３
５
６
円
で
落
札
さ

れ
、
昨
年
の
初
競
り
を
12
万
１

０
０
０
円
ほ
ど
上
回
る
幸
先
の

良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
１
月
５
日
、
旧
吉
松
家
住
宅
で
、
串
間
の
自
然
や
歴
史
を

詠
ん
だ
く
し
ま
学
カ
ル
タ
を
使
っ
た
『
第
9
回
く
し
ま
学
カ

ル
タ
大
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
各
小
・
中
学
校
、

福
島
高
校
の
代
表
者
31
名
が
参

加
し
、
1
対
1
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
対
戦
。
読
み
手
が
句
を
詠

み
上
げ
る
と
素
早
く
反
応
し
て

札
を
取
り
合
い
、
白
熱
し
た
試

合
を
展
開
し
ま
し
た
。
決
勝
戦

は
去
年
の
準
決
勝
の
相
手
同
士

の
戦
い
。
張
り
詰
め
た
緊
張
感

の
中
、
僅
差
で
大
束
中
の
竹
原

妃
利
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

１
月
20
日
、
市
議
会
議
場
で
、『
第
11
回
わ
け
も
ん
の
主

張
南
那
珂
予
選
会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
に
は
南
那
珂
２

市
か
ら
高
校
生
、
社
会
人
の
10
名
が
参
加
。
選
挙
や
政
治
に

対
し
て
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る

こ
と
を
、
自
分
た
ち
の
仕
事
や

体
験
を
交
え
な
が
ら
発
表
し
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
日
南
振

徳
高
校
の
池
田
祐
依
さ
ん
が
最

優
秀
賞
、
福
島
高
校
の
橘
佑
佳

さ
ん
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
２
人
は
２
月
11
日
に
開
催

さ
れ
る
県
大
会
へ
、
南
那
珂
地

区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
１
月
９
日
、
蔵
元
橋
河
川
敷
で
新
春
を
飾
る
『
串
間
市
消

防
出
初
式
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
居
団
長
以
下
、
６
分
団

42
部
３
６
９
名
の
消
防
団
員
が
参
加
。
団
員
ら
が
徒
歩
と
車

輌
で
行
進
し
た
後
、
県
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー「
あ
お
ぞ
ら
」
も

参
加
し
た
消
防
車
に
よ
る
一
斉

放
水
で
は
、
高
々
と
水
の
ア
ー

チ
を
か
け
、
地
域
の
安
全
確
保

に
向
け
て
の
気
持
ち
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
で
は

永
年
勤
続
者
ら
の
表
彰
や
、
南

さ
く
ら
保
育
園
児
に
よ
る
和
太

鼓
演
奏
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

鍛錬の成果披露

　１月15日、『第36回南九
州串間武道大会』が開催さ
れました。実施された四半
的弓道、弓道、剣道の３競
技に県内外から約９００人
の選手が出場して、日頃の
鍛錬の成果を披露。選手た
ちは、対戦相手や的に向か 
って集中力を高め、真剣勝
負を繰り広げていました。

都井岬へ訪れた皇太子さま

皇太子さま
ご来串

●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

大会宣言を読み上げる交通少年団

　１月21日、『第11回串間
市地域安全・交通安全市民
大会』が文化会館で開催さ
れました。市民や関係者ら
約３００人が参加。功労者
表彰や、管内の犯罪情勢や
交通事故の発生状況などが
報告され、官民一体となっ
て事故や犯罪の防止に取り
組む決意を新たにしました。

３
連
覇
へ
向
け
て
出
足
順
調

畜産を始めて11年目になりま
すが、去年よりも高値がついて
驚いています。それ自体は喜ば
しいことなのですが、逆に肥育
農家さんのことが心配です。今
年は全共３連覇も懸かっていま
す。この勢いに乗って規模拡大
ができればいいなと思います。

この波に乗る

　
１
月
15
日
、
文
化
会
館
で
『
第
35
回
串
間
市
青
少
年
の
声

を
聞
く
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
全
小
中
高
の
代
表
18

名
が
自
身
の
夢
や
新
し
い
中
学
校
、
い
じ
め
問
題
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
発
表
。
客
席

を
埋
め
た
約
４
０
０
人
の
保
護

者
や
教
育
関
係
者
ら
は
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
素
直
な

心
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
に
耳

を
澄
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
発
表

者
は
、
力
強
く
意
見
を
述
べ
、

そ
の
堂
々
と
し
た
素
晴
ら
し
い

発
表
に
、
来
場
者
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

若
者
目
線
で
堂
々
た
る
発
表

始まるまでは緊張したけど、前
に立ったら、思ったより緊張せ
ず話すことができました。新し
く開校する串間中学校に対する
不安と期待について話しました。
学校でも自宅でもたくさん練習
してきて、間違えたけど最後ま
でしっかり話せたと思います。

うまく話せた

都井中学校 １年生

坂
さ か

ノ
の

上
う え

 絢
あ や

乃
の

さん

白
熱
の
展
開
！
新
春
カ
ル
タ 

知るきっかけ
今年で３回目の出場になります。
１回戦で苦戦するなど、今回は
レベルの高い大会だったと思い
ます。去年の準決勝の相手との
決勝で少し運命的でした。くし
ま学カルタをとおして、学生の
皆さんがもっと串間を知るきっ
かけになればいいなと思います。

大束中学校 2 年生

竹
た け

原
は ら

 妃
き

利
り

さん

若
者
の
意
見
を
政
治
に
反
映

政治はわからないながらも関心
はあったので、先生に勧められ
て出場しました。各党が掲げる
公約などが難しいと感じるので、
もっと分かりやすく説明しても
らえると助かります。日本がも 
っといい国になるために選挙権
を得たら必ず投票したいです。

必ず投票する

福島高校 １年生

橘
たちばな

 佑
ゆ う

佳
か

さん

秋山地区・倉掛

田
た

中
な か

 和
か ず

哉
や

さん

串間市消防団長

土
ど

居
い

　亨
とおる

さん

　

１
月
15
日
、
串
間
市
漁
協
荷
さ
ば
き
所
で
新
春
恒
例
の

『
第
15
回
新
春
串
間
市
漁
協
初
競
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
参
加
者
が
魚
を
競
り
落
と
す
模
擬
競
り
で
は
、
同
漁
港

に
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介

類
が
用
意
さ
れ
、
伊
勢
エ
ビ
や

ヒ
ラ
メ
な
ど
が
次
々
と
競
り
に

掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
他
に

も
、
先
着
２
０
０
人
に
あ
ら
汁

が
振
る
舞
わ
れ
た
り
、
豪
華
景

品
が
当
た
る
抽
選
会
も
大
盛
況
。

か
ま
ぼ
こ
や
米
、
う
ど
ん
な
ど

地
場
業
者
が
商
品
を
並
べ
た
朝

市
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

福島地区・上塩

鈴
すず

木
き

 麻
ま

友
ゆ

さん・夏
か

凜
りん

さん

新
春
初
競
り
イ
ベ
ン
ト
盛
況

初の競り体験
家族と一緒に初めて漁協の初競
りに来ました。人が多くて驚い
ています。競りも初めて体験し
て、貴重な経験になりました。
競りで落札したさばとあじは家
族の好きな天ぷらにして食べま
す。次回も参加してみたいと思
えるすてきなイベントでした。 

出
初
式
で
防
火
防
災
を
誓
う

市民の皆さまにご来場をいただ
き、出初式が行われたことに感
謝です。今年も団員一丸となっ
て、安心安全を守るために訓練
に励み、地域に密着した消防団
を目指していきたいです。今年
が無災害で私たちの活躍する場
がないことを願いたいですね。

消防団一丸で

第36回
南九州串間武道大会

地域安全・交通安全
市民大会



　  子育て支援情報

子ども医療費助成制度について
串間市では平成 28年６月１日から、未就学児の入院・通院医療費と小中学生の
入院医療費に加えて、新たに小中学生の通院に対しても助成を拡充しています。

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
数

年
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る

手
法
で
、
簡
単
に
説
明
す
る

と
、
既
存
の
建
物
に
大
規
模

な
工
事
を
行
う
こ
と
で
、
新

築
の
状
態
よ
り
も
性
能
を
向

上
さ
せ
た
り
、
価
値
を
高
め

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ゼ
ロ

か
ら
造
る
よ
り
も
は
る
か
に

コ
ス
ト
も
削
減
さ
れ
、
環
境

に
も
配
慮
で
き
る
こ
と
か
ら

今
大
注
目
の
手
法
で
す
。
そ

れ
を
空
き
家
対
策
や
人
口
減

の
対
策
に
活
用
し
よ
う
と
す

る
市
民
団
体
、
自
治
体
や
企

業
が
今
多
く
実
践
さ
れ
、
成

果
が
で
て
い
ま
す
。

　
串
間
に
お
い
て
も
人
口
減
、

廃
校
、
空
き
家
な
ど
同
様
の

課
題
が
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。

市
民
団
体
か
ら
も
そ
の
ワ
ー

ド
が
日
々
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
手
法
を
考
え
て

み
る
の
も
一
つ
の
手
で
す

ね
。
例
え
ば
、
空
き
家
を
一

軒
市
民
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
た

り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
統
廃
合
で

廃
校
と
な
る
中
学
校
の
利
活

用
に
生
か
す
な
ど
い
ろ
ん
な

活
用
法
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
何
を
ど
う
始
め
た
ら

良
い
の
か
？
オ
ス
ス
メ
な
の

が
、
北
九
州
市
で
定
期
的
に

開
催
さ
れ
て
い
る
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
。
こ
こ
で

は
実
際
に
参
加
者
同
士
で

チ
ー
ム
を
構
成
し
、
空
き
家

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
、

提
案
、
実
践
が
で
き
、
具
体

的
に
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
が
、

近
く
で
は
鹿
屋
市
で
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
方
は
、「
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
＠
北
九
州
」
で
検
索

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
域
の
た
め
に
何
か
し
た

い
け
ど
何
を
し
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
。
こ
ん
な
こ

と
も
あ
る
よ
、
そ
ん
な
想
い

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
全

て
で
も
な
く
、
一
つ
の
手
段

で
す
。
い
ろ
ん
な
手
段
、
い

ろ
ん
な
想
い
で
街
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
ょ
う
。
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くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

年
末
年
始
を
実
家
で
ゆ
っ
く
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
串
間
に

戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、
新
春
賀
詞

交
歓
会
、
成
人
式
、
消
防
出
初

式
な
ど
が
あ
り
、
１
月
13
日
に

は
、
福
島
地
区
自
治
会
が
主
催
す

る「
第
22
回
新
春
懇
話
会
」
に
出

席
し
ま
し
た
。
安
全
で
安
心
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

地
域
団
体
な
ど
が
共
通
す
る
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
共
助
の
在

り
方
や
地
域
づ
く
り
の
連
携
な
ど

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
、
こ

の
新
春
懇
話
会
の
目
的
で
す
。

　

今
年
の
講
話
テ
ー
マ
は「
東
九

州
自
動
車
道
と
中
心
市
街
地
ま
ち

づ
く
り
」
と
い
う
こ
と
で
、
担
当

課
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今

後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
な

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
講
話
に

対
す
る
質
疑
応
答
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
人
口
減
少
の
克
服
と

地
域
活
性
化
を
目
的
と
す
る
、
地

方
創
生
に
向
け
た
基
本
方
針
と
な

る
総
合
戦
略
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を

中
心
に
串
間
に
お
け
る
地
方
創
生

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
概
要
を
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
本
市
の
地
方
創
生
の
大

き
な
柱
と
な
る「
道
の
駅
を
核
と

す
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」
に

つ
い
て
意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
大
変
有
意
義
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
ま
ち
な
か
の
道
の
駅
」
を
集

客
戦
略
の
核
と
す
る
串
間
市
中
心

市
街
地
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
を

昨
年
11
月
に
策
定
し
、
来
年
度
以

降
、
本
格
的
に
道
の
駅
を
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
の
か
、
幅
広
く
意
見

を
募
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
東
九
州
自
動
車
道
の
開
通
を
見

据
え
、
多
く
の
方
々
に
立
ち
寄
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
道
の
駅
、
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

福島地区自治会の
第22回新春懇話会に出席しました

地方創生特命部長

矢
や
後
ご
雅
まさ
司
し
の

部長日記

新春懇話会の様子

まちづくりの一つの手段
〜リノベーション〜

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
こ

と
で
、
串
間
市
で
は
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費

を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
保
険
外

診
療
、
食
事
代
な
ど
を
除
く
）。

　
制
度
が
始
ま
っ
て
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
資
格
証
を
使
う
機
会
の
な
い
方
や
県
外

の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
再
度
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証

の
仕
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

資
格
証
交
付
申
請

　
医
療
費
助
成
を
受
け
る
に
は
「
子
ど
も
医
療

費
受
給
資
格
証
」
が
必
要
で
す
（
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
と
き
、
転
入
な
ど
で
新
た
に
串
間
市
に

来
た
と
き
は
、福
祉
事
務
所
で
申
請
を
し
ま
す
）。

※ 

未
就
学
児
は
サ
ー
モ
ン
色
、
小
中
学
生
は
紫

色
の
受
給
者
証
で
す
。

　
宮
崎
県
内
の
病
院
・
調
剤
薬
局
な
ど
の
医
療

機
関
で
健
康
保
険
証
と
資
格
証
を
窓
口
で
提
示

す
る
こ
と
で
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き

　
県
外
の
医
療
機
関
で
は
子
ど
も
医
療
費
受
給

資
格
証
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
場

合
は
償
還
払
い
の
方
法
と
な
り
ま
す
。

※ 

償
還
払
い
…
保
険
証
だ
け
を
提
示
し
、
い
っ

た
ん
支
払
い
を
し
て
、
そ
の
後
領
収
書
を
福

祉
事
務
所
窓
口
に
申
請
し
て
払
い
戻
す
方
法

で
す
。

《
償
還
払
い
に
必
要
な
も
の
》

・�

医
療
機
関
の
領
収
書
（
点
数
が
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
）
原
本
（
コ
ピ
ー
不
可
）

・
お
子
さ
ん
の
保
険
証

・
印
鑑
（
認
め
印
可
、
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

・
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証

・
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

※ 
申
請
期
間
は
受
診
し
た
翌
月
か
ら
１
年
以
内

と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
年
を
過
ぎ
る
と
助
成

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

住
所
、保
険
証
、氏
名
に 

変
更
が
あ
っ
た
と
き

　
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
の
変
更
届
が
必

要
で
す
。
福
祉
事
務
所
窓
口
に
て
変
更
届
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

学
校
で
け
が
を
し
た
と
き

　
学
校
で
の
け
が
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
災

害
共
済
給
付
金
制
度
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
も
し
、
点
数
な
ど
の
関
係
で
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
災
害
共
済
給
付
金
制
度
の
適
用

に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
後
子
ど
も
医

療
費
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
償
還
払
い
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
助
成
な
ど
で
医
療
が
受
け

や
す
く
な
る
一
方
、
そ
れ
に
伴
う
コ

ン
ビ
ニ
受
診
な
ど
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
医
療
環
境
を
守
る

た
め
に
も
日
頃
か
ら
状
況
に
応
じ
て

判
断
し
、
適
正
な
受
診
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

 

福
祉
事
務
所
こ
ど
も
政
策
係
（
串
間
市
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
②
番
窓
口
）

　
☎
72

－
０
３
３
３
（
内
線
５
２
７
）

受給者証
受給者証
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「避難準備情報」の名称が変更になりました

●問い合わせ先＝危機管理課危機管理係　☎内線３４４

　昨年８月の台風10号による大
雨で、災害弱者の避難を呼びかけ
る「避難準備情報」の意味が正
しく伝わらなかったことを受けて、
「避難準備情報」の名称を「避難
準備・高齢者等避難開始」に変更
することが決まりました。

　12月26日、スポーツ選手や歌
手らとともに過疎地域の活性化
に取り組む「過疎地盛あげ隊」
（森下雄一郎代表）と串間市の
協働事業「串間崛起（くしまくっ

き）」の発足会が旧吉松家住宅
で行われました。
　発足会には、市内の農家や漁
業者ら20～40代の串間崛起メン
バーをはじめ、森下代表や過疎

地盛あげ隊応援隊員で陸上選手
の福士加代子さん、詩人のきむ
さんが出席し、メンバーが一人
ずつ意気込みを語りました。
　過疎地盛あげ隊は、各界の
トップランナー（歌手やスポー
ツ選手など）が力を合わせて、
全国の過疎地域を盛り上げてい
くことを目的に結成され、地方
の若い力と一緒に地方創生に取
り組む事業をスタートさせます。
　その第一弾協働地域として、
全国で初めて本市との協働事業
「串間崛起」をスタートさせ、若
者の活力を地域の活力に変える
取り組みとして、市内の農業・漁
業など、地域産業の担い手と一
緒に、地方創生に向けた取り組
みを進めていきます。
●問い合わせ先
　総合政策課 企画係
　☎内線３３３

避難勧告や避難指示（緊急）を
発令することが予想される場合
・ いつでも避難ができるよう準備

をしましょう。身の危険を感じ
る人は、避難を開始しましょう。

災害が発生するなど状況が
さらに悪化し、人的被害の
危険性が非常に高まった場合
・ まだ避難していない場合は、ただ

ちにその場から避難しましょう。
・ 外出することでかえって命に危険が

及ぶような状況では、自宅内のより
安全な場所に避難をしましょう。

災害による被害が予想され、
人的被害が発生する可能性が

高まった場合
・避難場所へ避難をしましょう。
・ 地下空間にいる人は速やかに安

全な場所に避難しましょう。

避難準備・高齢者等
避難開始 避難指示（緊急）避難勧告

変更前
避難指示

避難勧告

避難準備情報

変更後
避難指示（緊急）

避難勧告

避難準備・高齢者等避難開始

子どもからお年寄りまで、仲間と一緒に
いろいろなことを学んだり、楽しんだり、
生涯学習にチャレンジしましょう。生涯学習だよりきらめき

て
　

楽
し

み
て　 学

び
続

け
て

今回は、生涯学習推進大会などについてお知らせいたします。

若者の力で地域活性化を！

「串
く し

間
ま

崛
く っ

起
き

」発足「串
く し

間
ま

崛
く っ

起
き

」発足「串
く し

間
ま

崛
く っ

起
き

」発足

あ
な
た
が
き
ら
め
く 

生
涯
学
習
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ 

串
間
市
生
涯
学
習
推
進
大
会

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
の

中
、
自
分
の
人
生
を
よ
り
良
い
も
の

に
、
ま
た
、
充
実
し
た
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
、
だ
れ
も
が
、
生
涯
を

と
お
し
て
、
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
へ
の
転
換
が
強
く
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
学
校
教
育
・

家
庭
教
育
・
地
域
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
生
涯
学
習
社
会
を
発
展

さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

考
え
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
が
楽
し
く
学
び
、
生
き
が
い
を
感

じ
な
が
ら
生
活
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
見
い
だ
す
機
会
と
し
て
生
涯
学
習

推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
２
月
12
日
（
日
）
午
後
０

時
半
～

●�

会
場
＝
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●�

内
容
＝
生
涯
学
習
成
果
発
表�

｢

合
唱
・
詩
吟｣

ほ
か

●�

講
演
１
＝
落
語
家　

古
今
亭
志
ん

吉
氏
『
子
は
鎹

か
す
が
い

』

●�

講
演
２
＝
田
口　

学
法
氏　

『�

名
物
和
尚
の
笑
い
学　

生
涯
現
役

の
す
す
め
と
「
笑
っ
て
健
康
」』

生
涯
学
習
成
果
作
品
展

●�

日
時
＝
２
月
11
日
（
土
）
～
12
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
12
日
は
午
後
３
時
ま
で

●�

会
場
＝
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
、

ロ
ビ
ー

第
63
回
串
間
市 

成
人
祝
賀
駅
伝
競
走
大
会

　

１
月
８
日
、
本
年
の
成
人
者
を
祝

福
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
成
人
祝
賀

駅
伝
競
走
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
一
般
の
部
10
チ
ー
ム
、

中
学
生
の
部
９
チ
ー
ム
、
女
子
の
部

２
チ
ー
ム
の
計
21
チ
ー
ム
が
参
加
。

午
前
９
時
半
に
陸
上
競
技
場
を
ス
タ�

ー
ト
し
、
ゴ
ー
ル
の
文
化
会
館
を
目

指
し
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
８
区
間

19
・
６
㎞
の
コ
ー
ス
を
選
手
た
ち
は

沿
道
の
声
援
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら

力
い
っ
ぱ
い
走
り
抜
い
て
い
ま
し
た
。

●
大
会
結
果

▼
一
般
の
部

１
位　

福
島
高
校
野
球
部

　
　
　

１
時
間
７
分
48
秒　
　

２
位　

航
空
自
衛
隊
高
畑
山

　
　
　

１
時
間
８
分
02
秒

３
位　

串
間
オ
ー
ル
ス
タ
ー

　
　
　

１
時
間
10
分
33
秒

▼
中
学
生
の
部
　
　
　

１
位　

宮
崎
く
し
ま
ボ
ー
イ
ズ
Ａ

　
　
　

１
時
間
13
分
26
秒

２
位　

福
島
中
野
球
部

　
　
　

１
時
間
14
分
23
秒

３
位　

本
城
中
野
球
部

　
　
　

１
時
間
16
分
39
秒

▼
女
子
の
部
　
　

１
位　

福
島
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

　
　
　

１
時
間
30
分
43
秒

２
位　

福
島
中
弓
道
部

　
　
　

１
時
間
50
分
41
秒

●
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
ア
ン
カ
ー
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

２
位
と
あ
ま
り
差
は
な
か
っ
た

で
す
が
、
無
我
夢
中
で
走
り
ま

し
た
。
み
ん
な
が
つ
な
い
で
き

た
タ
ス
キ
を
一
位
で
ゴ
ー
ル
ま

で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
走
る
前
に
３

連
覇
中
だ
と
聞
い
て
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
し
た
が
、
み
ん
な
の

力
を
団
結
し
て
優
勝
で
き
た
の

で
よ
か
っ
た
で
す
。

昨年の作品展の様子

福島高校野球部が先頭でゴール

すべての問い合わせ先 串間市教育委員会生涯学習課　☎内線３７９・３８０
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福島高校野球部

鍋
な べ

倉
く ら

 悠
ゆ う

大
だ い

さん



健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

樹祭
体育の部

魅
力
あ
る

福
島
高
校
の

取
り
組
み

～自ら学び
表現力ある
福高生～

こ
ん
に
ち
は
！

福
島
高
校

で
す
！

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。�

福
島
高
校
生
徒
会
長
の
平
尾
真

也
で
す
。

　

い
き
な
り
で
す
が
、
私
事
で
皆
さ
ん

に
お
話
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
、

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
毎
年
大
晦
日
に
、

お
寺
さ
ん
に
鐘
突
き
を
し
に
行
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
年
越
し

そ
ば
を
食
べ
る
の
が
、
私
の
楽
し
み
な

の
で
す
。
で
す
が
、
昨
年
は
、
好
き
な

テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
い
た
ら
そ
の
ま
ま

眠
り
こ
け
て
し
ま
い
、
と
う
と
う
鐘
突

き
に
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
楽
し

み
は
、
は
か
な
く
散
っ
て
し
ま
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
何
事
も
無
か
っ
た
か
の

よ
う
に
平
穏
な
元
日
を
迎
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
年
は
鐘
突
き
リ
ベ
ン
ジ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
大
晦
日
は
時
の
流
れ
を
感
じ

ま
し
た
。
時
の
流
れ
っ
て
、
恐
ろ
し
い

も
の
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、
福
島

高
校
は
無
事
に
三
学
期
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

二
学
期
に
は
、
樹
祭
や
修
学
旅
行
な

ど
と
い
っ
た
大
き
な
行
事
が
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
三
学
期
は
次
年
度
を
迎
え

る
た
め
の
準
備
の
期
間
で
す
。
一
年
生

は
二
年
生
へ
、
二
年
生
は
三
年
生
へ
、

三
年
生
は
進
学
や
就
職
に
向
け
て
の
準

備
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
福
島
高
校
生
は
、
他
に
は

な
い
団
結
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
発

揮
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
は
、
じ
っ
く

り
準
備
し
て
来
年
度
も
福
島
高
校
が
応

援
さ
れ
る
学
校
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、

皆
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
ご
自

身
の
新
年
の
抱
負
は
考
え
ま
し
た
か
？�

私
は
二
つ
ほ
ど
考
え
ま
し
た
。
ま
だ
決

め
て
な
い
方
も
、
今
か
ら
で
も
遅
く
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
新
年
の
抱
負
を
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

自
分
が
考
え
た
抱
負
は
、
紙
な
ど
に

大
き
く
書
い
て
常
に
見
え
る
位
置
に
飾

る
と
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
が
無
く
な
り

そ
う
で
す
ね
。
今
年
一
年
間
、
皆
さ
ま

が
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
心
か

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。�

そ
れ
で
は
ま

た
次
回
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
団
結
力
で
頑
張
り
ま
す

福島高校の２学期

福島高校２年
生徒会長

平
ひら

尾
お

 真
まさ

也
や

さん

わたしが
レポートします。

修学旅行

樹祭
文化の部

　

私
が
串
間
市
民
病
院
に
転
勤
し
て
き
て
、
ま

も
な
く
２
年
に
な
り
ま
す
。
は
じ
め
は
右
も
左

も
わ
か
ら
ず
、
た
だ
串
間
市
民
の
お
役
に
立
て

れ
ば
、
若
い
医
学
生
や
お
医
者
さ
ん
の
教
育
が

で
き
れ
ば
、
と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
私
個
人

の
努
力
よ
り
も
、
地
域
の
医
療
に
つ
い
て
病
院

職
員
み
ん
な
で
考
え
た
り
、
串
間
市
民
の
人
の

つ
な
が
り
や
支
援
の
温
か
さ
（
お
そ
ら
く
こ
れ

が
串
間
市
の
最
も
い
い
と
こ
ろ
で
す
！
）
の
お

か
げ
で
、
な
ん
と
か
順
調
に
お
仕
事
が
で
き
て

お
り
、
串
間
市
に
大
変
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
串
間
市
に
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
て
、
串
間
市
の
医
療
を
行
っ
て
い
く
中
で
、

患
者
様
が
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

な
が
ら
、
ケ
ア
を
し
て
い
く
こ
と
を
常
に
考
え

る
よ
う
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
串
間
市
の
医
療
を
こ
れ
か
ら
も
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
な
努
力
が
必
要
で
、
串

間
市
も
全
国
の
地
方
都
市
が
抱
え
る
人
口
減
少

や
少
子
超
高
齢
化
が
進
み
、
老
老
介
護
、
独
居

な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
次

世
代
を
担
う
医
療
従
事
者
の
確
保
も
大
変
深
刻

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
打
開
す
べ
く
、
串
間
市
民

病
院
で
は
、
地
域
の
皆
様
に
役
立
つ
医
療
を
目

指
し
て
、
次
世
代
を
担
う
医
療
従
事
者
を
育
て

る
た
め
に
、
昨
年
４
月
１
日
よ
り
総
合
診
療
科

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
総
合
診
療
科
と
は
、

専
門
化
・
細
分
化
し
す
ぎ
た
現
代
医
療
の
中
で
、

特
定
の
臓
器
や
疾
患
に
限
定
せ
ず
に
、
そ
の
人

全
体
を
診
て
、
多
角
的
に
診
療
を
行
う
部
門
で

す
。
簡
単
に
い
え
ば
、「
身
近
に
あ
っ
て
、
何

で
も
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
総
合
的
な
医
療
」

と
な
り
ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
る
言

葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
患
者
様
が
、

複
数
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
簡
単
に
は
解
決

し
な
い
難
問
に
対
し
て
、
毎
日
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
い
い
医
療
が
で
き

る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

左
記
の
よ
う
な
場
合
に
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、

総
合
診
療
科
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

•
専
門
診
療
科
を
決
め
ら
れ
な
い
方

•
希
望
す
る
専
門
診
療
科
が
な
い
方

•
紹
介
状
を
お
持
ち
で
な
い
方

•�

複
数
の
疾
患
を
お
持
ち
で
、
各
専
門
科
間
の

調
整
が
必
要
な
方

•
総
合
診
療
科
で
の
診
療
を
希
望
さ
れ
る
方

　
「
あ
ま
り
重
症
な
感
じ
は
し
な
い
の
で
、
串

間
市
民
病
院
の
受
診
は
ど
う
し
よ
う
か
？
」
と

考
え
る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
自
身

が
『
何
か
調
子
が
悪
い
』
と
感
じ
る
と
き
に
は
、

ま
れ
に
気
付
き
に
く
い
重
篤
な
病
状
が
隠
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
が
あ
る
場
合
に
は
、
は
じ
め
に
か
か
り

つ
け
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
か
か

り
つ
け
医
が
な
く
て
、
ご
自
身
の
状
態
に
不
安

が
あ
る
場
合
に
は
、
総
合
診
療
科
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

串
間
市
民
病
院
は
、
地
域
で
最
も
多
く
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
や
高
度
医
療
機
器
が
そ
ろ
っ
て
い

る
病
院
で
す
の
で
、
そ
の
全
て
を
駆
使
し
て
、

診
察
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
専
門
的
治
療
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
科
に
適
切
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

複
合
的
な
慢
性
疾
病
を
持
つ
方
や
、
継
続
し
て

診
療
が
必
要
な
方
は
、
そ
の
ま
ま
定
期
的
に
受

診
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
通
院
で
き

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
平
日
の
午
後
に
在
宅
医

療
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

基
本
的
に
は
、
平
日
午
前
の
時
間
帯
（
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
12
時
00
分
ま
で
）
が
病
院

で
の
診
察
時
間
に
な
り
ま
す
。
受
診
さ
れ
る
方

は
多
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
待
ち
時
間
が
長
く

な
る
こ
と
、
ま
た
医
学
生
や
研
修
医
が
初
期
対

応
に
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ど
う
し
て
も
都
合
が

悪
く
て
、
午
後
に
診

察
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
受
診
の
際
に
は
、

一
度
電
話
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

総
合
診
療
科
っ
て

な
ん
で
す
か
？

レスリング部
新人戦
団体優勝
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著：串間市民病院 総合診療科
松田 俊太郎 Syuntarou Matsuda
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H
appy new

 year everybody! 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
皆
さ
ん
は
い
い
年
末
年
始
を
過

ご
せ
ま
し
た
か
？
お
節
や
年
越
し
そ

ば
、
お
雑
煮
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
り

し
た
で
し
ょ
う
。
僕
は
あ
い
に
く
そ

う
い
う
伝
統
的
な
料
理
を
食
べ
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
全

部
書
き
切
れ
な
い
ぐ
ら
い
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
充
実
し
た
休
暇
で
し
た
。
日

本
で
の
初
め
て
の
年
末
年
始
を
楽
し

く
過
ご
せ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね（
笑
）。

　

年
始
と
い
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
初
詣

の
こ
と
を
思
う
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。
僕
は
初
め
て
の
初
詣
に
鵜
戸
神

宮
に
お
参
り
に
行
き
ま
し
た
。
参
拝

す
る
前
に
お
み
く
じ
引
い
て
、「
う

わ
、
や
っ
ぱ
り
小
吉
！
」
と
思
い
ま

し
た
が
、
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
が
そ

ん
な
に
悪
く
な
か
っ
た
し
、
今
年
が

い
い
年
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今月のページ
・記事の余談
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！

そ
の
後
、
参
拝
し
た
り
絵
馬
を
書
い

た
り
し
て
、
最
後
に「
運
玉
投
げ
」

を
や
っ
て
み
ま
し
た
。
小
さ
い
玉
を

買
っ
て
、
一
番
手
前
に
あ
る
亀
み
た

い
な
岩
が
あ
っ
て
、
背
中
に
あ
る
輪

を
作
っ
て
い
る
縄
の
中
を
め
が
け
て

投
げ
て
、
入
れ
ば
願
い
が
叶
う
と
い

う
も
の
で
す
。
途
中
で
本
気
を
出
し

て
、
10
個
目
で
や
っ
と
入
っ
て
、
頑

張
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。
願
い
事

が
叶
い
ま
す
よ
う
に
！

　

皆
さ
ん
の
優
し
さ
や
気
遣
い
の
お

か
げ
で
こ
の
５
カ
月
で
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
て
、
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
人

た
ち
が
い
て
本
当
に
あ
り
が
た
い
で

す
。
今
年
か
ら
仕
事
や
い
ろ
い
ろ
な

面
で
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

鵜戸神宮で初詣

Wish
願い事

I hope my wish will be granted.
願い事が叶いますように。
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

山猫珈琲（湊�かなえ）
かぐや姫はいやな女（椎名�誠）
鼠、嘘つきは役人の始まり（赤川�次郎）
三鬼（宮部�みゆき）
七月に流れる花（恩田�陸）
カズサビーチ（山本�一力）
Good�old�boys（本多�孝好）
209号室には知らない子供がいる（櫛木�理宇）
満潮（朝倉�かすみ）

マカロンはマカロン（近藤�史恵）
小説言の葉の庭（新海�誠）
国語、数学、理科、漂流（青柳�碧人）
声なき蟬（佐伯�泰英）
悲衛伝（西尾�維新）
さまよえる古道具屋の物語（柴田�よしき）
サーベル警視庁（今野�敏）
私をくいとめて（綿矢�りさ）
クラウドガール（金原�ひとみ）

目をつぶっている間にしのびよる、友
達のかげ。ハラハラドキドキの「だる
まさんがころんだ」の勝負の行方は？ 
絶妙な間と展開が楽しい、読み聞かせ
にぴったりの絵本。「だるまさんがこ
ろんだ」の遊び方の説明あり。

太宰治の師で有名な井伏鱒二。代表作
の『山椒魚』『黒い雨』以外に、骨董を
巡る人間模様を描いた『珍品堂主人』、
鎖国時代に漁で遭難し海外文化に触れ、
国のはじまりに関わる数奇な運命『ジョ
ン万次郎漂流記』などもおすすめ。

「
井
伏
鱒
二
特
集
」

「
幻
庵
」

　
　
百
田 

尚
樹
／
著

「�

し
ん
け
ん
し
ょ
う
ぶ�

だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
」

　
　
武
田 

美
穂
／
作

幕末前夜、破天荒な夢を持った風雲児
がいた。文化文政から幕末にかけて当
時の碁打ちたちを恐れさせた「幻庵因
碩」である。幻庵の前に立ちはだかる
数多くの天才たち。男たちの闘いが、
いまはじまる！奇跡の囲碁歴史小説！

知
[Pension]

年
金

年
金
事
務
所
で
予
約
相
談
を
実
施

　

全
国
の
年
金
事
務
所
で
は
、
お
客
様
が

利
用
し
や
す
い
年
金
相
談
を
目
的
に
、
予

約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
予
約
い

た
だ
く
と
、
お
客
様
の
都
合
の
い
い
時
間

に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
事
前
に
準
備

が
で
き
る
た
め
詳
し
く
丁
寧
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

予
約
申
し
込
み
は
、
年
金
事
務
所
ま
た

は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎
０
５
７

０

－

05

－

１
１
６
５
）
へ
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

前
納
や
口
座
振
替
の
利
用
で
お
得
！

　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
送
付
さ

れ
た
納
付
書
に
よ
り
、
該
当
月
の
翌
月
末

ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

　

納
付
書
で
月
々
納
付
す
る
ほ
か
に
、
ま

と
め
て
前
納
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
の
利
用
に
よ

り
、
さ
ら
に
お
得
に
な
り
ま
す
。

　

通
常
の
口
座
振
替
の
振
替
日
は
翌
月
末

日
で
す
。申
出
に
よ
り
当
月
末
日
振
替（
早

割
）
に
す
る
と
、
１
カ
月
あ
た
り
50
円
割

引
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、前
納
に
は
①
２
年
前
納（
口

座
振
替
の
み
）
②
１
年
前
納
（
口
座
振
替
・

納
付
書
）
③
６
月
前
納
（
口
座
振
替
・
納

付
書
）
が
あ
り
ま
す
。

税
金
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

●
20
歳
前
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
非
課
税
で

す
が
、
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
さ
れ

な
い
と
、
所
得
確
認
が
で
き
ず
支
給
停
止

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●�

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
さ
れ

る
方

　

所
得
に
応
じ
て
免
除
区
分
が
決
定
さ
れ

ま
す
。
本
人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
は
申
告

が
必
要
で
す
。
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
所

得
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
に
免
除
却
下

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

育
[Health]

子
ど
も
の

歯
を
守
る

乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。
乳

幼
児
を
対
象
に
し
た
フ
ッ
素
塗
布
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
２
月
15
日
（
水
）

＊
午
後
１
時
～
１
時
半

●�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

『
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
』

●�

そ
の
他
＝
開
催
の
案
内
は
個
別
に
通
知

は
し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る
よ
う
に

フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
る
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
０
５
）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

　

12
月
14
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

早は
や

瀬せ 

優ゆ
う

希き

ち
ゃ
ん

◎
迫

鬼お
に

塚つ
か 

和の
ど
か花

ち
ゃ
ん

◎
上
千
野

石い
し

神が
み 

紗さ

那な

ち
ゃ
ん

◎
西
小
路
１
区

戸と

井い 

奏か
な

太た

く
ん

◎
上
町

黒く
ろ

木き 

瑠る

偉い

く
ん

◎
下
田
口

坂さ
か

口ぐ
ち 

蒼そ
う

馬ま

く
ん

◎
南
今
町

住す
み

本も
と 

恵え

麻ま

ち
ゃ
ん

◎
上
町

矢や

野の 

聖せ
い

奈な

ち
ゃ
ん

◎
松
尾

蓑み
の

輪わ 

か
ん
た
く
ん

◎
城
山

和わ

田だ 

彩あ
や

愛め

ち
ゃ
ん

◎
中
福
良

前ま
え

田だ 

稟り

乃の

ち
ゃ
ん

◎
泉
町

青あ
お

野の  

蘭ら
ん

ち
ゃ
ん

◎
有
明
２
区

古ふ
る

屋や 

綾あ
や

乃の

ち
ゃ
ん

◎
前
田

山や
ま

口ぐ
ち 

日ひ

菜な

ち
ゃ
ん

◎
一
氏



今月の
テーマ

お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

い
て
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
高
齢
者
の
皆
さ

ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が

い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や

取
り
組
み
を
計
画
書
（
串
間
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
串
間
市
介

護
保
険
事
業
計
画
）
と
し
て
策
定

す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
票
を
２
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
対
象
と
な
っ
た
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療
介
護
課

介
護
保
険
係
☎
72

－

０
３
３
３

（
内
線
５
１
１
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
お
よ
び 

講
習
会
参
加
者
募
集

　

初
心
者
お
よ
び
初
級
者
を
対
象

と
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
と
中

級
者
を
対
象
と
し
た
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
練
習

方
法
、
ゲ
ー
ム
の
進
め
方
、
審
判

要
領
な
ど
、
ゲ
ー
ム
を
交
え
て
解

説
、
指
導
し
ま
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
持

参
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
２
月
12
日
（
日
）
午
前

９
時
～

●�

会
場
＝
市
民
総
合
体
育
館

●�

参
加
費
＝
無
料

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
バ
ド
ミ
ン�

ト
ン
協
会
（
古
川
さ
ん
）
☎
０�

９
０

－

５
２
９
７

－

６
０
０
０

６
次
化
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

●�

日
程
お
よ
び
内
容

▽�

２
月
16
日
（
木
）
＝
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

▽�

２
月
23
日
（
木
）
＝
商
品
を
売

る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

●�

時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時
半

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室

●�

受
講
料
＝
無
料

●�

申
込
方
法
＝
左
記
ま
で
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
農
業

振
興
課
農
政
企
画
係
☎
内
線

４
２
８

親
子
の
料
理
教
室 

参
加
者
募
集

　

栄
養
た
っ
ぷ
り
の
ヘ
ル
シ
ー
料

理
を
親
子
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
程
＝
２
月
25
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時
（
予
定
）

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
調
理
室

●�

対
象
＝
串
間
市
に
お
住
ま
い
の

小
中
学
生
の
親
子
10
組
程
度

※�

兄
弟
な
ど
で
参
加
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

内
容
＝
調
理
実
習
（
つ
く
ね
風

豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
、
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
食
べ
る
ス
ー
プ
、
ヘ

ル
シ
ー
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
い
ち

ご
の
ト
ラ
イ
フ
ル
）
と
体
を
動

か
す
ゲ
ー
ム

●�

参
加
費
＝
無
料

●�

申
込
締
切
＝
２
月
17
日
（
金
）

※�

定
員
に
達
し
次
第
募
集
締
切

●�

申
込
方
法
＝
左
記
ま
で
参
加
人

数
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉

事
務
所
こ
ど
も
政
策
係
☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
０
７
）

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
７ 

参
加
者
募
集

●�

日
時
＝
５
月
21
日
（
日
）

※�

ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
５
月
22
日（
月
）、

ゴ
ル
フ
は
５
月
23
日
（
火
）

●�

会
場
＝KIRISHIM

A

ヤ
マ
ザ

ク
ラ
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
、

KIRISHIM
A

木
の
花
ド
ー
ム

●�

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
参
加
決

定
後
、
郵
便
局
で
振
り
込
み
）

●�

申
込
方
法
＝
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
福
祉
事

務
所
社
会
福
祉
係
に
提
出

※�

申
込
用
紙
な
ど
は
、
同
係
ま
た

は
県
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
能

●�

申
込
締
切
＝
２
月
28
日
（
火
）

※�

郵
送
の
場
合
は
２
月
28
日（
火
）

消
印
有
効

●�

参
加
資
格
＝
60
歳
以
上
（
昭
和

33
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）

●�

実
施
競
技
＝
実
施
要
項
を
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
社
会
福
祉
法�

人
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
・

長
寿
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
８
５

－

31

－

９
６
３
０
、

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
８
１
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
疲
れ
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
健
康

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
専
門
医

に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
２
月
23
日
（
木
）
午
後

２
時
～
４
時

●�

場
所
＝
日
南
保
健
所
相
談
室

●�

相
談
方
法
＝
専
門
医
に
よ
る
個

別
相
談
（
ご
家
族
や
支
援
者
か

ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。）

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●�

費
用
＝
無
料

●�

申
込
方
法
＝
相
談
日
前
日
の
午

前
中
ま
で
に
電
話
に
て
申
込

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南

保
健
所
健
康
づ
く
り
課
☎
23

－

３
１
４
１

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
３
月
５
日
（
日
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①�

行
政
相
談
＝
２
月
27
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②�

法
律
相
談
＝
２
月
20
日
（
月
）

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
３

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

無
料
相
談

不法投棄は法律で禁止されています

串
間
市
公
共
施
設
等 

総
合
管
理
計
画
策
定
に
つ
い
て

　

串
間
市
公
共
施
設
の
長
期
的
な

管
理
方
針
に
つ
い
て
、
計
画
を
策

定
中
で
す
。
現
在
、
素
案
を
市
役

所
市
民
室
、
各
支
所
、
公
式
サ
イ

ト
上
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
素
案

に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
市
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
間
＝
２
月
20
日
（
月
）
ま
で

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
財
務
課
契
約

管
財
係
☎
内
線
３
２
２

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
が 

決
ま
り
ま
し
た

　

１
月
１
日
か
ら
新
し
い
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、
都
井
地
区
の
寺

迫
邦
廣
さ
ん
が
法
務
大
臣
よ
り
委

嘱
を
受
け
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
市
で
活
動
さ
れ
て
い

る
人
権
擁
護
委
員
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

▽
福
島
地
区
＝
河
野
幸
子
さ
ん

▽
北
方
地
区
＝
久
保
野
俊
郎
さ
ん

▽
大
束
地
区
＝
黒
木
和
文
さ
ん

▽
本
城
地
区
＝
河
野
ケ
イ
子
さ
ん

▽
都
井
地
区
＝
寺
迫
邦
廣
さ
ん

▽
市
木
地
区
＝
田
代
保
則
さ
ん

※�
毎
月
の
人
権
相
談
の
日
程
・
会

場
に
つ
い
て
は
、
広
報
お
知
ら

せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
総
務

係
☎
内
線
３
１
４
・
３
１
９

日
南
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●�

申
告
相
談
会
場
な
ど
に
つ
い
て

　

申
告
書
は
会
場
内
で
作
成
・
提

出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
し
、

e

－Tax

に
よ
る
送
信
ま
た
は
印

刷
し
て
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
開
設
場
所
＝
日
南
税
務
署

▽�

開
設
期
間
＝
２
月
16
日
（
木
）

～
３
月
15
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�

た
だ
し
、
土
・
日
は
除
く
。

●�

確
定
申
告
書
な
ど
に
は

　
個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
で
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に

伴
い
、
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告

書
な
ど
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
確
定

申
告
書
な
ど
を
税
務
署
へ
提
出
す

る
際
に
は
、
申
告
さ
れ
る
ご
本
人

の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は

写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

《�

本
人
確
認
を
行
う
と
き
に
使
用

す
る
書
類
の
例
》

▽�

例
１
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
表
面
お
よ
び
裏
面
の
写
し

【
番
号
確
認
お
よ
び
身
元
確
認

書
類
】

▽�

例
２
＝
通
知
カ
ー
ド
の
写
し

【
番
号
確
認
書
類
】
＋
運
転
免

許
証
ま
た
は
公
的
医
療
保
険
の

被
保
険
者
証
の
写
し
【
身
元
確

認
書
類
】
な
ど

●�

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
方
の

　
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
も
、

①�

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

②�

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
（
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ�

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄

り
の
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
税
務
署

☎
22

－

３
６
７
１

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り 

提
言
講
座
受
講
者
に
よ
る 

報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　

昨
年
10
月
よ
り
、
串
間
市
で
暮

ら
す
女
性
た
ち
が
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
い
て
、
男
女

共
同
参
画
の
視
点
と
課
題
解
決
の

手
法
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

串
間
市
の
未
来
を
真
剣
に
考
え

る
18
名
の
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
と
作
成
し
た
提
言
に
つ
い
て
の

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
２
月
18
日
（
土
）
午
後

１
時
半
～
４
時
半

●�

内
容
＝
受
講
生
に
よ
る
発
表

●�

講
話
＝
男
女
共
同
参
画
の
視
点

に
立
っ
た
誰
も
が
出
番
と
居
場

所
の
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
つ
い
て

●�

会
場
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室

●�

対
象
＝
ど
な
た
で
も
参
加
可

●�

そ
の
他
＝
一
時
保
育
有
り
（
無

料
／
要
予
約
２
月
10
日
締
切
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
課�

地
域
振
興
係
☎
内
線
３
３
５
、

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
８
５

－

32

－

７
５
９
１

第
24
回
福
祉
バ
ザ
ー 

　
～
あ
お
ぞ
ら
広
場
～

●�

日
時
＝
２
月
19
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時
半

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

●�

内
容
＝
無
料
工
作
教
室
（
携
帯

ス
ト
ラ
ッ
プ
）、
さ
を
り
織
り

体
験
、
体
操
と
ゲ
ー
ム
、
手
芸

品
や
手
作
り
お
菓
子
な
ど
の
販

売
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト（
ペ
ッ

ト
用
品
も
有
）、
カ
レ
ー
や
う

ど
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
、
パ
ン
、
季

節
の
野
菜
も
あ
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
元
木
さ
ん
☎

72

－

７
９
１
１
、
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
☎
71

－

１
５
７
８

介
護
予
防
・
日
常
生
活 

実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

市
内
の
65
歳
以
上
の
方
の
う
ち

２
０
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）
を

対
象
に
、
生
活
実
態
や
意
識
に
つ

募
　
集
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じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

広報コラム

●�日時＝２月19日（日）午後６時開演
●�会場＝串間市文化会館大ホール
●�入場料＝大人2,000円、高校生1,000円
●�チケット販売＝串間市文化会館
●�問い合わせ先＝大乃屋☎7�2‐6323

大
束
中
学
校
音
楽
部

フ
ル
ー
ト
四
重
奏

４
年
連
続
金
賞
受
賞

第
７
回
宮
崎
県

市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会

大
野
旭
10
周
年
記
念
ラ
イ
ブ

「Straight

」

開
催
の
お
知
ら
せ

●�日時＝３月５日（日）
　　　　開場12時半　開演午後１時
●�会場＝串間市文化会館大ホール
●�入場料＝Ｓ席3,000円�
　　　　Ａ席2,500円（全席指定）
●�チケット発売日＝２月１日（水）
●��問い合わせ先
　串間市文化会館☎7�2－６３３３

串
間
市
文
化
会
館
プ
レ
ゼ
ン
ツ

「
堀
内
孝
雄
in
串
間
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　昨年12月23日に開催された「第42回宮崎県アンサンブ
ルコンテスト」で大束中学校音楽部（谷口美智子顧問）が、
フルート四重奏で金賞を受賞しました。
　受賞したのは、左から星

ほし
田
だ
夏
なつ
希
き
さん（３年）、石

いし
黒
ぐろ
六
ゆ

華
き
菜
な
さん（３年）、林

はやし
菜
な
月
つき
さん（２年）、田

た
野
の
叶
きょう
子
こ
さん（２年）

の４人。コンテスト前には、指導者の井手純子さんのも
と猛練習を重ね、本番に臨みました。４人は「練習は大
変だったけど、大束中としては最後のコンテストで金賞
を受賞できてよかった」と話していました。

　１月９日、「第７回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会」が、
宮崎市の県庁前を発着する12区間39.2キロで開催されま
した。市郡、町村の２部門に、県内全26市町村から過去
最多の44チームが出走。串間市チームは、市郡の部20チー
ム中19位と昨年より順位を二つ落としましたが、チーム
一丸となった懸命な走りでタスキをつなぎ切りました。

　

人
は
誰
も
が
目
標
に
向
か
っ
て

階
段
を
登
り
続
け
る
も
の
。
低
い

高
い
の
階
段
も
そ
れ
ぞ
れ
特
長
を

も
っ
て
い
る
。
階
段
を
尻
目
に
平

坦
な
道
を
選
ぶ
の
は
人
の
常
。
急

な
山
坂
を
越
え
れ
ば
、
次
の
難
題

も
目
安
が
付
き
や
す
く
、
登
り
詰

め
た
快
感
は
大
き
い
。

　

人
生
に
携
わ
る
心
の
階
段
も
踏

み
外
し
た
ら
や
り
直
し
、
立
ち
止

ま
っ
て
は
見
上
げ
て
自
問
自
答
。

　

新
年
も
迎
え
た
。
希
望
を
大
き

く
前
向
き
に
階
段
を
進
み
ま
し
ょ

う
。

　
「
若
い
時
に
た
く
さ
ん
失
敗
を

し
ろ
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
失
敗
を
恐
れ
る
あ
ま
り
安
定
ば

か
り
を
求
め
て
い
る
と
、
想
定
外

の
こ
と
が
起
き
た
と
き
対
応
で
き

ず
、
ま
す
ま
す
失
敗
し
て
し
ま
う

と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　
で
き
る
か
ぎ
り
い
ろ
ん
な
経
験

を
し
て
周
り
を
俯
瞰
し
て
見
ら
れ

る
ぐ
ら
い
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

想
い
を
重
ね
て
生
き
る

●
河
野
浩
泰
さ
ん

　

私
た
ち
は
よ
く
親
と
な
っ
た
ら

傘
を
探
し
て
い
ま
す

●
串
間
の
果
林
さ
ん

　

こ
ん
に
ち
は
！
１
年
ぐ
ら
い

前
な
の
で
す
が
、
串
間
の
ス
ー

パ
ー
？
病
院
？
で
傘
を
忘
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
ど
こ
で
忘
れ
た
の

か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
聞
い
た
り
探
し
た
り
し

た
が
見
つ
か
ら
ず
、
こ
の
市
報
を

通
じ
て
見
つ
か
れ
ば
幸
い
と
ペ
ン

を
取
り
ま
し
た
。

　

色
は
ベ
ー
ジ
ュ
で
ス
リ
ム
な
お

し
ゃ
れ
傘
で
す
。ブ
ラ
ン
ド
は『
ト

ラ
サ
ル
デ
ィ
』
で
イ
タ
リ
ア
の
ブ

ラ
ン
ド
で
す
。
こ
れ
は
亡
き
母
か

ら
の
最
後
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
、
す

ご
く
大
切
に
し
て
い
た
物
で
す
。

　

持
っ
て
帰
っ
た
方
、
お
願
い
で

す
か
ら
返
し
て
く
だ
さ
い
。『
ほ

り
ぐ
ち
本
店
』
の
店
員
さ
ん
に
さ

り
げ
な
く
返
却
し
て
く
だ
さ
る
と
、

私
は
毎
日
行
く
の
で
助
か
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
亡
き
母
の
形
見
と
い
う
こ
と
で
、

と
て
も
大
切
な
モ
ノ
み
た
い
で
す

ね
。
こ
の
広
報
紙
が
見
つ
か
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

人
生
の
階
段

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

私
の
人
生
路
で
89
の
階
段
を
登

り
切
っ
て
感
無
量
。
一
息
つ
い
て

い
る
…

　

振
り
返
れ
ば
途
方
も
な
い
人
生

の
荒
波
。
険
し
い
階
段
を
四
つ
ん

這
い
で
登
っ
て
き
た
。

　

登
る
階
段
が
多
く
高
い
ほ
ど
に
、

行
き
着
け
ば
視
界
も
広
が
り
、
歩

い
て
き
た
道
を
参
考
に
、
そ
の
後

の
世
渡
り
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
る
。

　

階
段
が
少
な
く
低
い
と
思
い
小

馬
鹿
に
し
て
跳
び
越
す
と
、
思
わ

ぬ
災
難
に
見
舞
う
こ
と
だ
っ
て
あ

る
。

　

今
年
も
完
熟
き
ん
か
ん
「
た
ま

た
ま
」
の
出
荷
が
解
禁
に
な
っ
た
。

串
間
市
で
も
解
禁
を
祝
う
「
き
ん

か
ん
ヌ
ー
ボ
ー
」
や
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
主
催
し
、
た
ま
た
ま
生

み
の
親
で
あ
る
古
屋
修
市
さ
ん
を

校
長
と
し
て
招
い
た
「
き
ん
か
ん

た
ま
た
ま
学
校
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

個
人
的
に
き
ん
か
ん
は
、
子
ど

も
の
頃
食
べ
た
酸
っ
ぱ
く
て
苦
い

印
象
が
強
く
、「
た
ま
た
ま
」
を
初

め
て
食
べ
る
ま
で
は
苦
手
だ
っ
た

が
、
今
で
は
お
気
に
入
り
。
皮
む

き
も
不
要
で
簡
単
に
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
い
い
。
皮
に
は
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ

て
い
る
そ
う
で
、
今
の
季
節
、
風

邪
の
予
防
に
も
ぴ
っ
た
り
だ
。

　

今
年
こ
そ
は
、
最
上
級
「
た
ま

た
ま
エ
ク
セ
レ
ン
ト
」
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
う
が
何
分

高
い
。
ば
ら
売
り
が
あ
る
と
う
れ

し
い
。 

（
担
）

子
ど
も
た
ち
の
運
動
会
、
体
育
祭

な
ど
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
小
学
1
年
生
の
子
ど
も

に
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
で
「
が

ん
ば
れ
ー
、
が
ん
ば
れ
ー
、
○
○

く
ん
、
○
○
ち
ゃ
ん
」
と
呼
び
掛

け
た
り
、
最
近
で
は
ビ
デ
オ
や
携

帯
で
写
真
を
撮
っ
た
り
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
現
在
の
自
分
た
ち
の
子

ど
も
に
エ
ー
ル
、
応
援
し
て
い
る

の
と
同
時
に
、
過
去
に
自
分
が

走
っ
た
姿
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い

る
の
だ
と
最
近
よ
く
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

時
間
は
過
去
へ
は
戻
れ
な
い
と

い
う
こ
の
当
た
り
前
の
こ
と
に
、

自
分
の
昔
の
保
育
園
児
や
小
学
生

の
時
代
だ
っ
た
、
あ
の
過
ぎ
去
り

し
自
分
自
身
を
我
が
子
に
想
い
重

ね
て
エ
ー
ル
し
て
い
る
の
だ
と
。

　

だ
か
ら
１
位
で
も
ビ
リ
で
も
感

激
し
て
涙
ぐ
む
。
自
分
の
過
去
の

あ
の
頃
に
。

　
ま
だ
親
に
な
っ
た
経
験
が
な
い

の
で
全
て
理
解
で
き
る
と
は
言
え

な
い
の
で
す
が
、
他
人
に
自
分
を

重
ね
て
見
て
い
る
自
分
が
い
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と

に
近
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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黒米（古代米）フェア開催
　黒米ごはんの試食、黒米焼酎の試飲、黒米の販売を行う

「黒米（古代米）フェア」を開催します。
●期日＝２月11日（土）～２月19日（日）

レストラン「藤吉郎」営業日変更のお知らせ
　レストラン「藤吉郎」は土、日、祝日の営業と変更にな
ります。平日は、予約のみの営業になります。

「いこいの里演芸部」出演者募集
　いこいの里演芸部「パッパラパー」による次回作品「はげ
たかの湖」の出演者を募集します。
●応募条件＝髪が薄い方、羞恥心のない方
●連絡先＝090－9568－8074（矢野さん）

顔出しパネルで記念撮影
　都井岬ビジターセンター
館内には、地元の学生が作
成してくれた顔出しパネル
が設置されています。都井
岬へお越しの際は、都井岬
ビジターセンターにも足を
運んで記念撮影していって
くださいね。

野外ガイド受付中
　都井岬ビジターセンターのスタッフと一緒に野外へ出
て、御崎馬を観察しながら説明をしたり、都井岬灯台や
御崎神社などを案内する野外ガイドも実施しております。
ガイド費用は都井岬ビジターセンターの入館料のみでご
利用いただけます。
●入館料＝大人（高校生以上） ￥３１０
　　　　　小学生･中学生 ￥２００
※ 当日の申込はお受けできない場合がありますので、必

ず事前予約をお願いします。

　冬の都井岬では、ノジギクなどが咲いています。都井
岬に遊びに来て見つけてみてくださいね。

市民
憲章

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

小
林
市
生
ま
れ
山
育
ち
の
私
に

と
っ
て
、
小
さ
な
頃
か
ら
海
が
近
く

に
あ
る
暮
ら
し
に
と
て
も
憧
れ
て
い

た
。
縁
あ
っ
て
自
然
豊
か
で
山
の
幸

や
海
の
幸
の
お
い
し
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
る
串
間
に
嫁
い
で
き
て
11
年

が
過
ぎ
た
。
私
の
お
気
に
入
り
の
場

所
は
、
朝
夕
の
福
島
大
橋
か
ら
海
を

眺
め
る
景
色
だ
。
遠
く
に
は
志
布
志

港
を
目
指
す
「
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
」
や
沈
み
ゆ
く
夕
日
を
見
る
と

自
然
と
元
気
を
も
ら
い
心
癒
さ
れ
る
。

夫
と
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は
、
今

で
い
う
「
婚
活
」
だ
。
当
時
私
は
、

日
南
市
の
「
つ
よ
し
学
園
」
で
働
い

て
い
た
。
あ
る
雑
誌
に
Ｊ
Ａ
は
ま
ゆ

う
青
年
部
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
部
会
（
独

身
会
）
が
主
催
す
る
「
ス
キ
ー
旅

行
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
を
見

て
、
友
達
と
応
募
し
た
。
申
し
込
み

の
際
、
私
の
名
前
や
連
絡
先
を
伝
え

る
と
電
話
の
向
こ
う
で
は
驚
い
た
様

子
が
う
か
が
え
る
。
偶
然
に
も
、
電

話
に
出
た
相
手
が
農
業
大
学
校
の

同
級
生
だ
っ
た
松
田
朋
和
君
だ
っ

た
。
偶
然
の
再
会
か
ら
ト
ン
ト
ン
拍

子
に
結
婚
が
決
ま
っ
た
。
今
思
い
返

せ
ば
、
農
大
の
卒
業
旅
行
で
は
女
友

達
と
日
南
・
串
間
を
旅
行
し
、
都
井

岬
や
幸
島
に
船
で
渡
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
に
出
た
こ

と
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
串
間

に
嫁
ぐ
運
命
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
・
・
。
不
思
議
な
ご
縁
だ
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
好
き
な
こ
と
も

あ
っ
て
、
き
ぼ
う
ク
ラ
ブ
の
バ
レ
ー

の
練
習
に
誘
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
る
と
保
育
園
つ
な
が

り
で
の
知
り
合
い
も
増
え
、
串
間
で

の
生
活
に
す
ぐ
に
慣
れ
た
。
仕
事
の

方
で
は
、
出
産
を
機
に
就
農
し
、
現

在
は
、
水
稲
・
葉
タ
バ
コ
・
ご
ぼ
う
・

繁
殖
牛
で
農
業
経
営
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
い
ろ
ん
な
活
動
や
役
員
と

し
て
声
掛
け
し
て
も
ら
う
こ
と
も
増

え
た
。「
Ｊ
Ａ
女
性
部
」
や
「
農
業

女
子
キ
ラ
リ
☆
く
し
ま
」「
新
く
し

ま
人
応
援
隊
」
な
ど
に
所
属
し
活
動

し
て
い
る
。

私
の
性
格
上
、
人
前
で
目
立
つ
こ

と
は
苦
手
だ
が
、
目
標
に
向
か
っ
て

努
力
し
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
向

上
し
て
い
く
こ
と
は
得
意
で
あ
る
。

よ
く
「
な
ん
で
そ
ん
な
に
頑
張
れ
る

の
？
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
平
成
24
年
に
子
宮
頸
が
ん
が

見
つ
か
り
、
翌
年
卵
巣
一
つ
と
子
宮

全
摘
す
る
手
術
を
し
た
。「
毎
年
定

期
健
診
を
受
け
て
い
た
の
に
、
ま
さ

か
が
ん
に
な
る
な
ん
て
・
・
」
自
分

の
命
と
向
き
合
う
と
て
も
衝
撃
的
な

経
験
を
し
た
か
ら
だ
。
人
生
、
ど
れ

だ
け
長
生
き
し
た
か
で
は
な
く
、
い

か
に
充
実
し
た
人
生
を
送
り
、
足
跡

が
残
せ
た
か
が
大
事
だ
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

串
間
の
自
慢
は
『
て
げ
田
舎
』
な

と
こ
ろ
。
都
会
に
比
べ
不
便
な
と
こ

ろ
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
を
カ
バ
ー

で
き
る
よ
う
に
創
意
工
夫
し
、
生
活

を
送
る
の
が
楽
し
み
で
な
ら
な
い
。

最
近
読
ん
だ
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学

園
理
事
長
の
渡
辺
和
子
さ
ん
の
著
書

に
「
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ

い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
私
も
こ

の
嫁
い
だ
串
間
の
地
で
、
咲
け
な
い

日
に
は
、
下
へ
下
へ
と
根
を
張
る
努

力
を
し
、
や
が
て
大
き
な
花
を
咲
か

せ
た
い
。

随  

想

「
嫁
ぐ
」

まつだ かおり（37歳）
1979年小林市生まれ。小林
高校卒業後、宮崎県立農業
大学校に進学、農業関連の
仕事に就く。2005年に結婚、
西下弓田地区在住。３人の
娘と夫、夫の両親、祖母の
８人家族。

● この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口��18,336人（前月比�-56人）
　男�8,563人　女�9,773人
　世帯数�7,890世帯（平成29年１月１日現在）
＊平成27年度国勢調査からの推計人口です。

編
集
後
記

今月の表紙
　１月８日に串間市文化会館で成人式が行われました。対象は、平成
８年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた172人（男99人、
女73人）。このうち159
人（男90人、女69人）が
出席し、晴れの門出を迎え
ました。大人としての第一
歩を踏み出した新成人。新
たな決意と自覚を胸に、こ
れからそれぞれの人生を歩
んでいきます。新成人の皆
さんおめでとうございます。

平成29年串間市成人式

今年も成人式の取材に行ってきまし
た。新成人が生まれた年に流行した
ものは「たまごっち」や「アムラー」
だそうだ。つい最近のことのような
感じもするが、当時の出来事を振り
返ると、懐かしい気持ちになってく
る。歳をとったということかな（イ）

現代は総クリエイター時代ともいわ
れています。ネットの発達やＳＮＳ
などにより、誰でも発信者になれる 
ということです。今回取材した市木
の方たちは、モノを作るだけでなく、
それを届けるための努力をしていて、
とても大事だなと感じました（オ）

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888

串間市役所総務課
秘書広報係　行

（No.1024/2017. ２）

松
田
　
香
里左より

朋和（夫）、萠々華（次女）、怜央菜（長女）、和佳奈（三女）、私。

23  Kushima City Public Relations, 2017.2, Japan

指定管理者：株式会社スチールユニオン

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時
休館日： ２月の休館日は15日（水）です

TEL 0987-75-2000

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546
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串
間
短
歌
会
選

世
代
の
移
ろ
ひ 

胸
に
迫
り
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去
年
今
年

荒
れ
し
手
を 

さ
す
れ
ば
映
ゆ
る 

炭
火
の
炎

の
け
ぞ
っ
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泣
く
児
の
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山
笑
ふ

同
胞
の 

疼
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旅
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銀
河

　
暮
早
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淵
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完熟きんかん「たまたま」
解禁

う
ら
さ
み
し 

西
日
し
ず
か
に 

か
く
れ
ゆ
く

施
設
の
窓
の 

秋
の
夕
暮
れ

物
忘
れ 

何
嘆
く
ま
じ 

笑
い
合
い

八
十
九
歳 

今
日
を
生
き
い
る

年
の
瀬
に 

う
か
ら
集
ひ
き 

ペ
ッ
タ
ン
コ

捩
り
鉢
巻 

父
の
顕
ち
来
る

老
い
心 

吾
に
あ
り
た
り 

幾
つ
か
を

捨
て
む
と
迷
う 
病
み
て
八
年

い
ろ
づ
い
て 

ゆ
く
柿
に
亡
き 
母
の
笑
む

我
に
や
さ
し
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の
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ぐ
り
く

一
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幸
寿
園
　
田
中
キ
ヨ
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